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２
０
１
１
年
度
政
府
予
算
案

に
お
い
て
、
少
人
数
学
級
へ
の

改
善
へ
１
歩
を
踏
み
出
し
、
初

年
度
分
と
し
て
、
小
学
校
１
年

生
の
３
５
人
学
級
実
施
に
必
要

な
４
０
０
０
人
の
教
職
員
定
数

を
措
置
す
る
た
め
３
０
０
人
の

純
増
を
含
む
２
３
０
０
人
の
定

数
改
善
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
大
阪
府
に
対
し
て
は
、

国
段
階
で
の
改
善
と
計
画
の
進

捗
過
程
に
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

２
年
生
の
３
５
人
学
級
の
継
続

と 
 

 
 

 
 

 

    
と
１
年
生
の
３
５
人
学
級
の
大 

 
 

阪
府
予
算
を
活
用
し
て
、
３
年

生
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
協
力

要
請
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、

府
議
会
教
育
常
任
委
員
へ
の
要

請
に
も
と
り
く
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
臨
時
国
会
に
は
教
育

全
国
署
名
を
さ
ら
に
積
み
上
げ
、

「
新
・
教
職
員
定
数
改
善
計
画

（
案
）
の
前
進
、
２
月
府
議
会

に
３
５
人
学
級
の
拡
大
、
教
育

費
の
父
母
負
担
軽
減
等
を
め
ざ

し
て
署
名
提
出
を
行
い
ま
す
。 

      

 

署
名
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
諸
団
体
・
個
人
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

残
っ
て
い
る
署
名
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
事
務
局
の
大
教
組
書
記

局
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

府
向
け
署
名
は
、
２
２
日

（
火
）
府
議
会
提
出
で
す
の
で
、

２
１
日
（
月
）
ま
で
に
大
教
組

必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
国
向
け
署
名
は
、
２

月
２
３
日
に
国
会
に
提
出
し
ま

す
の
で
、
２
月
１
５
日
（
火
）

に
大
教
組
必
着
で
お
願
い
し
ま

す
。 
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２
月
２
２
日 
府
議
会
に
提
出
へ 

 
 

２
月
２
２
日
（
火
） 

「ゆきとどいた教育をもとめる署名」 

    府議会提出集会 

 

 ２月２２日（火） 午後２時３０分 

   国民会館（大手前）小ホール 
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２
０
１
０
年
度
の
教
育
文
化

府
民
会
議
の
総
会
を
行
な
い
ま

す
。
例
年
は
、
３
月
下
旬
に
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
い

っ
せ
い
地
方
選
挙
の
関
係
も
あ

り
、
３
月
５
日
（
土
）
に
行
な

い
ま
す
。
橋
下
府
政
の
下
で
の

競
争
と
管
理
・
選
別
の
教
育
施

策
が
子
育
て
・
教
育
環
境
を
悪

化
さ
せ
、
保
護
者
や
教
育
関
係

者
の
悩
み
や
怒
り
を
増
大
さ
せ

て
い
ま
す
。 

 

総
会
で
は
、
橋
下
知
事
が
「
競

争
す
る
こ
と
で
学
力
や
能
力
を

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
競

争
を
あ
お
り
、
ま
た
競
争
に
よ

る
淘
汰
で
、
大
幅
な
財
政
削
減 

と
差
別
・
選
別
の
教
育
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
情
勢
、
競

争
主
義
に
影
響
を
受
け
た
考
え

が
広
が
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、「
競
争
で
真
に
学
力
・
能
力

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

豊
か
な
学
力
を
培
う
と
は
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
府
内
の
子
育
て
・

教
育
団
体
、
地
域
・
子
育
て
ネ

ッ
ト
か
ら
の
報
告
や
取
り
組
み

の
交
流
を
行
な
い
ま
す
。
今
後
、

ま
す
ま
す
地
域
、
草
の
根
か
ら

の
府
民
的
な
共
同
、
各
子
育
て

教
育
団
体
、
諸
団
体
と
の
共
同

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

今
後
の
共
同
の
取
り
組
み
へ

つ
な
げ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も

ぜ
ひ
、
各
団
体
、
地
域
か
ら
ご 

 

参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

                     
 

 
 

 
 

 
 

 

 

                 

「
子
ど
も
と
教
育
・
文
化
を
守
る 

大
阪
府
民
会
議
」 

総
会
の
ご
案
内 

 

「子どもと教育・文化を守る 

大阪府民会議・総会」 

  

３月５日（土） 午後１時３０分～４時３０分 

      エル・おおさか南館 ７階（７３４） 

プログラム 

＊講演会「競争で学力・能力は伸びるのか 

―橋下府政の競争主義教育がもたらすもの（仮題）」 

   講師 久田 敏彦（大阪教育大学教授） 

＊討論・交流 

・教育現場（幼・小・中・高・私学）、保育、学童、

地域子育てネット、保護者など、各団体・分野から

の報告と意見交流 

 

参加費無料です。（後日、参加案内チラシを送ります。） 
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大
阪
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
第
３
回
「
大
阪
子
ど
も
調

査
」
結
果
を
分
析
し
た
報
告
書

を
「
２
１
世
紀
を
生
き
る
子
ど 

も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

（
３
６
３
ペ
ー
ジ
・
三
学
出
版
）

と
し
て
２
０
１
０
年
４
月
に
出

版
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
よ

り
多
く
の
人
に
内
容
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
、
４
５
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
た
普
及
版
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。 

 
 

 

 

一
冊
３
５
０
円
で
す
の
で
、
懇

談
会
や
学
習
会
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 

注
文
先 
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「
第
３
回
子
ど
も
調
査
」
の
デ

ー
タ
ー
が
持
つ
大
き
な
意
味 

①
「
つ
な
が
る
力
」
を
大
切
に

し
て
き
た
教
育
活
動
が
ま
ち
が

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
「
デ

ー
タ
ー
」
が
裏
付
け
ま
し
た
。 

②
こ
れ
か
ら
の
豊
か
な
教
育
活

動
と
教
育
困
難
克
服
へ
の
道
筋

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。 

③
「
豊
か
な
教
育
活
動
」
を
拒

む
要
員
は
何
か
、
統
計
上
か
ら

も
は
っ
き
り
出
て
き
ま
し
た
。 

④
保
護
者
・
教
職
員
が
「
共
同

し
て
子
育
て
・
教
育
活
動
を
進

め
る
」
太
い
絆
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。 

⑤
公
教
育
を
再
建
す
る
に
は
、

「
学
校
の
役
割
」
に
つ
い
て
深

く
語
り
合
う
必
要
性
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。 

 

推
薦
の
こ
と
ば 

 

今
日
の
子
ど
も
・
家
庭
・
学

校
を
否
定
的
に
描
き
出
す
表
面

的
言
説
に
よ
っ
て
見
え
な
く
さ

れ
て
い
る
実
像
を
鋭
く
え
ぐ
り

出
す
画
期
的
な
調
査
報
告
で
す
。 

高
垣
忠
一
郎
（
立
命
館
大
学
） 

 

＊
大
阪
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

第
７
部
会
が
１
月
２
４
日
（
月
）

に
開
か
れ
、「
西
淀
ネ
ッ
ト
の
活

動
に
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

西
淀
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
１
８
年

に
も
わ
た
る
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
３
年
に

結
成
さ
れ
て
か
ら
年
１
回
の

「
子
育
て
と
教
育
を
考
え
る
つ

ど
い
」
を
柱
と
し
て
、
総
会
・

学
習
交
流
会
を
年
３
回
な
ど
、

多
彩
な
取
り
組
み
の
紹
介
や
、

西
淀
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
特
徴
と

継
続
の
秘
訣
と
し
て
、
こ
だ
わ

る
人
間
が
い
る
こ
と
、
地
域
の

様
々
な
団
体
・
個
人
が
参
加
し

て
い
る
こ
と
、
若
い
人
の
参
加
、

歌
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
西
淀

ネ
ッ
ト
が
作
成
し
た
ニ
ュ
ー
ス

の
縮
刷
版
（
準
備
号
・
１
号
～

６
０
号 

１
９
９
３
年
８
月
～

２
０
０
９
年
６
月
）
が
大
い
に

参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

「
２
１
世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
か
ら 

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
普
及
版 

を
発
行
し
ま
し
た
。 

 
 

大
阪
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー 
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地
域
・
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
紹
介 

「
堺
・
子
ど
も
と
教
育
を
守
る

連
絡
会
」
（
略
称
「
子
教
連
」
）

は
、
地
域
の
民
主
団
体
や
堺
労

連
傘
下
の
労
働
組
合
、
堺
教
組

と
府
高
教
・
府
障
教
・
私
学
の

各
分
会
が
参
加
し
、
教
育
要
求

実
現
の
た
め
の
共
同
組
織
と
し

て
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
マ
ン

モ
ス
校
解
消
、
各
小
学
校
に
プ

ー
ル
設
置
、
少
人
数
学
級
実
現
、

高
校
増
設
、
私
学
助
成
、
公
立

学
童
保
育
の
復
活
、
堺
市
民
の

戦
災
・
戦
争
体
験
の
収
録
、
給

食
を
よ
く
す
る
と
り
く
み
、「
出

前
教
育
懇
談
会
」
の
と
り
く
み

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、「
子
ど
も
と
教
育
を
守

る
市
民
大
集
会
」
の
成
功
を
支

え
て
き
ま
し
た
。 

 

「
子
ど
も
の
貧
困
」
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
た
０
８
年

に
は
、
学
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
０
９
年
に
は
、

「
堺
ま
ち
づ
く
り
白
書
」
の
教

育
分
野
を
担
当
し
、
堺
市
長
選

で
、
４
候
補
に
「
公
開
質
問
状
」

を
送
付
し
ま
し
た
。 

 
こ
こ
数
年
は
、
毎
月
第
一
ま

た
は
第
二
月
曜
日
に
定
例
（
事

務
局
）
会
議
を
開
い
て
い
ま
す
。

６
～
７
名
は
ほ
ぼ
毎
回
参
加
し
、

継
続
は
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
と
教
育
を
め
ぐ

る
動
き
や
情
勢
の
学
習
を
す
る

と
と
も
に
各
団
体
・
参
加
者
の

交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
こ
れ
ま
で

の
構
成
団
体
で
あ
る
地
域
の
民

主
団
体
や
、
私
学
・
府
立
高
校
・

府
立
支
援
学
校
の
各
分
会
等
が

事
実
上
、
参
加
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
の
が
、
悩
み
で
す
。 

 
 

 

 

今
後
①
新
婦
人
の
支
部
・
班

小
組
等
を
単
位
と
し
た
学
習
会

を
組
織
し
、
新
地
域
教
育
懇
談

会
へ
と
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

地
域
・
市
民
と
の
共
同
の
新
た

な
発
展
方
向
と
し
て
、
各
団
体

へ
積
極
的
に
講
師
と
し
て
出
て

行
く
、「
出
前
教
育
懇
談
会
」
を

再
生
す
る
こ
と
。
②
子
教
連
が
、

諸
団
体
の
教
育
要
求
を
ま
と
め

練
り
上
げ
て
い
く
中
心
に
発
展

し
て
い
く
こ
と
。
③
市
民
大
集

会
を
年
間
の
取
り
組
み
の
終
結

点
（
最
終
集
約
の
場
）
と
位
置

づ
け
、
そ
れ
に
向
け
て
学
習
会

や
懇
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

の
プ
レ
企
画
を
、
実
行
委
員
会

で
作
り
上
げ
て
い
く
方
式
を
つ

く
る
こ
と
。
④
実
行
委
員
会
と

プ
レ
企
画
に
は
、
子
教
連
構
成

団
体
の
参
加
を
積
極
的
に
促
し

な
が
ら
、
参
加
者
の
新
た
な
層

を
広
げ
て
い
く
こ
と
。
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

北 

俊
明
（
堺
教
組
） 

編
集
後
記 

 

今
年
度
の
府
内
各
地
の
教
育

子
育
て
団
体
や
個
人
の
取
り
組

み
を
交
流
し
、
来
年
度
に
向
け

て
の
取
り
組
み
方
針
を
議
論
し
、

確
認
し
合
う
、
教
育
文
化
府
民

会
議
の
総
会
が
３
月
５
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
間
の

取
り
組
み
の
教
訓
と
し
て
、
民

主
団
体
の
み
な
ら
ず
、
地
域
か

ら
保
守
層
と
も
結
び
つ
い
た
幅

広
い
共
同
が
攻
撃
に
対
し
て
大

き
な
成
果
を
生
み
出
し
つ
つ
あ

る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
会
で
そ
れ
ら
の
教
訓
に
学
び
、

今
後
の
取
り
組
み
に
い
か
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
府
内
各
地
か

ら
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

堺
・
子
ど
も
と
教
育
を 

 
 

守
る
連
絡
会 

（
略
称
「
子
教
連
」） 

堺
・
子
ど
も
と
教
育
を
守
る 

連
絡
会
（
子
教
連
） 


